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研究成果の概要（和文）：本研究では、1990年から2000年代の日本の製造業を対象に、新たに構築したパネルデ
ータを用いて、マーケットリーダーの市場支配力がイノベーションとそれに伴う競争力に与える影響について実
証的に明らかにした。まず、日本の各産業におけるプライスコストマージン率のデータをもとに、米国の同産業
のそれに対する相対的な値を計算し、各産業における国際競争力を示す指標である世界シェアに対してどのよう
な効果をもつかを分析した。また、上位企業間のシェアの変動の指数を計算し、それが産業レベルのイノベーシ
ョン（研究開発集約度の変化）にどのような影響を与えるのかを分析した。

研究成果の概要（英文）：Using a newly constructed panel data set, I examined the effects of market 
power on innovation activities and international competitiveness in Japanese manufacturing 
industries covering the 1990s and 2000s. First, I investigated the effects of price-cost margins (as
 a measure of competition intensity) on world market share (as a measure of international 
competitiveness) at the industry level. Second, I explored the role of the turnover of market 
leaders in the growth rate of R&D intensity as a measure of innovation activities at the industry 
level.

研究分野： 産業組織、イノベーション

キーワード： 競争　イノベーション　国際競争力
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１．研究開始当初の背景 
本研究では、マーケットリーダーによる市

場支配が持続する際、マーケットリーダーが

イノベーション活動（研究開発投資・特許出

願）を積極的に行うのかについて実証的に分

析する。理論的には、既存独占企業にとって、

市場への新規参入が増えると産業全体の利

潤が減少するため、イノベーションを起こす

インセンティブが高まり、結果的にその企業

による支配（dominance）が持続する可能性

がある(Gilbert and Newbery, 1982)。 

これをより現実に当てはめて考えると、マ

ーケットリーダーが支配的な地位を保持し

ているような産業において、参入の脅威に直

面した場合、そのマーケットリーダーはイノ

ベーション活動を積極的に行うインセンテ

ィブを高める可能性があると言えるかもし

れない。これまで、リーダーシップの持続は、

高い市場支配力の存在あるいは競争圧力の

欠如を意味し、競争政策上好ましくないと考

えられる傾向があった。実際、リーダーシッ

プの持続は、略奪的 (predatory) 行動などの

反競争的な行動の結果かもしれない。 

しかし、Etro (2004) などの理論的研究が

示しているように、マーケットリーダーが参

入の脅威といった競争圧力に直面している

ような状況では、マーケットリーダーはむし

ろ積極的にイノベーションを行う可能性が

ある。このような理論的予測を検証する意味

で、また、政策的なインプリケーションを導

く意味でも、リーダーシップの持続性がイノ

ベーションに与える影響を分析することは

重要である。 
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２．研究の目的 

市場支配力がイノベーションのインセン

ティブを高めるかどうかに関して、産業組織

の分野において多くの理論的・実証的研究が

行われてきた。しかし、実証的には、「一時

的な」市場支配力の影響はこれまで分析され

てきたが、市場支配力の「持続性」がもたら

す影響については必ずしも明らかになって

いない。本研究では、マーケットリーダーに

よる市場支配が持続する際、マーケットリー

ダーがイノベーションを積極的に行うのか

について実証的に分析する。 

伝統的な競争政策の考えとして、「高いマ

ーケットシェア（支配的地位）の維持は競争

の欠如と強く関連する」ということが広く認

識されてきた。しかし、この考えは、Etro 

(2004) などが提示した経済理論とは必ずし

も一致していない。本研究によって、高いマ

ーケットシェアの維持が競争政策上どのよ

うな意味を持つのかについて明らかにでき

ると考えており、これは競争政策担当者への

貴重な資料となり得る。この点で、本研究課

題は、競争政策にとって重要なインプリケー

ションを提示できる。 

 

３．研究の方法 

本研究では、1990 年代頃～2010 年頃まで

の日本の製造業を対象に、マーケットリーダ

ーの市場支配力がイノベーションや競争力

にどのような影響を与えるかを分析する。ま

ず、日本の製造業における各産業上位企業の

変動を計算し、それがイノベーション、競争

力にどのように影響を与えるのかを明らか

にするため、マーケットシェアデータを産業

別に構築する。 

また、イノベーションやその結果としての



国際競争力のデータについては、経済産業省

「企業活動基本調査」や UNIDO データベー

スから産業別のデータを抽出する。 

最終的に、これらのデータを産業レベルで

マッチングし、分析用のパネルデータとして

完成させる。このパネルデータを用いて、マ

ーケットリーダーの市場支配力がイノベー

ションとそれに伴う競争力に与える影響に

ついて実証的に明らかにする。 

 

４．研究成果 

まず、市場における市場支配力の程度（プ

ライスコストマージン率で計測）が国際競争

力にどのような影響を与えるかに関する研

究成果は、共同執筆の図書として出版した

（Kato，2017）。 

経済のグローバル化が進展する中、日本企

業のグローバル市場での競争力が失われつつ

あることがたびたび指摘されてきた。グローバル

市場での競争力を獲得するためには、国内産

業における企業間の再編成による競争力強化、

あるいは、規制緩和などによる国内外からの新

規参入の促進などの必要性が広く議論されてい

る。これまでに、生産性の観点等から、国際競争

力がどのような産業で低下しているのかについ

ては様々な研究が行われている。 

しかし、グローバル市場における日本企業の

国際競争力の低下の「原因」については、実証

的に必ずしも明らかにされていない。また、産業

組織の分野においては、国内競争の活発化を

行うことが企業のイノベーションを促進し、結果と

して産業発展あるいは国際競争力強化につな

がることが議論されてきた。しかしながら、逆に、

合併・買収などの企業の再編成を促進すること

で，産業内における生産要素の再配分を通じた

効率性改善につながり，国際競争力を高めるこ

とにつながり得ると考えられる。 

このような背景のもとで、この論文では、日本

の産業の企業間競争が高い産業では国際競

争力が高いのかどうかを明らかにするため、

日本の各産業におけるプライスコストマー

ジン率のデータをもとに、米国の同産業のそ

れに対する相対的な値を計算し、各産業にお

ける国際競争力を示す指標である世界シェ

ア（OECD 諸国における日本のアウトプット

および輸出シェア）に対してどのような効果

をもつかを分析した。 

特に、研究開発集約的な産業とその他の産

業で競争の効果が産業間でどのように異なるか

について分析した。データは、国内競争につい

ては「事業所企業統計」「工業統計」などから入

手し、国際競争力は、UNIDO データベースより

当該産業における国内産業の世界シェアを計

測した。結果は、国内競争が激しいほど国際競

争力が高まる可能性を示唆し、この効果は研究

開発集約的な産業ほど高いことがわかった。 

また、現在進行中の論文では、別のデータ

セットを用いて、上位企業間のシェアの変動

の指数を計算し、それが産業レベルのイノベ

ーション（研究開発集約度の変化）にどのよ

うな影響を与えるのか分析している。 

 さらに、新規企業の参入が既存企業の退出

確率にどのように影響するのかについて政

府の個票データを用いて分析した (雑誌論文

[6] Ito and Kato, 2016)。この論文では、大企

業の参入と小規模の参入を区別し、参入規模

によって市場の競争に与える影響が異なる

のかどうか、また、参入によって受ける影響

は大規模既存企業と小規模既存企業によっ

てどのように異なるのかについて明らかに

した。 

この他、いくつかの関連研究を行い、ディ

スカッションペーパーなどの形で成果を発

表した。この成果を最終的には査読付きの国



際的学術誌への掲載を目指す。 
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